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１
．
は
じ
め
に

　

数
学
は
、
日
々
の
生
活
や
将
来
の
仕
事
、
社
会
の
な

か
で
欠
か
せ
な
い
考
え
方
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
大

切
な
教
科
で
す
。
し
か
し
、
数
学
を
学
習
す
る
こ
と
へ

の
肯
定
的
な
意
見
は
諸
外
国
と
比
べ
低
く
、
加
え
て
、

小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
移
行
す
る
際
に
、
数
学
の
学
習

に
対
し
肯
定
的
な
意
見
の
割
合
が
低
く
な
る
傾
向
が

あ
る
な
ど
、
数
学
を
学
習
す
る
こ
と
へ
の
意
欲
面
で
課

題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
数
学
が
、
過
去

に
学
ん
だ
内
容
を
基
盤
に
し
て
進
む
積
み
上
げ
型
教

科
で
あ
る
た
め
、
以
前
の
単
元
で
つ
ま
ず
く
と
、
そ
の

後
の
学
習
が
ま
す
ま
す
難
し
く
感
じ
て
し
ま
う
場
合

薄
く
て
、
軽
く
て
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
！

☆日図協加盟出版社の発行している教材につ

いて、実際の授業における活用例、より効果

が得られるポイント（場面・方法）などをご

紹介します。

教材活用シリーズ　  第 176 回

が
多
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

弊
社
数
学
教
材
『
使
い
こ
な
す
数
学
』
で
は
、
こ
の

よ
う
な
「
生
徒
の
苦
手
・
つ
ま
ず
き
」
に
焦
点
を
あ
て

て
編
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
今
回
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
学
習
指
導
要
領
の
目
標
に
沿
っ
た
企
画
を

盛
り
込
み
、
『
使
い
こ
な
す
数
学
』
は
進
化
を
遂
げ
ま

し
た
。

２
．
特
長

①　

２
分
冊
で
達
成
感
ア
ッ
プ
！

①　

２
分
冊
で
達
成
感
ア
ッ
プ
！

　

本
書
は
、
年
間
２
分
冊
の
上
下
巻
構
成
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
１
冊
あ
た
り
の
厚
さ
・
重
さ

が
、
通
常
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
約
半
分
と
な
り
、
生
徒

の
荷
物
の
持
ち
運
び
の
負
担
、
先
生
の
管
理
・
点
検
の

際
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

本
を
１
冊
や
り
遂
げ
る
と
い
う
達
成
感
を
２
度
味
わ

え
る
、
１
冊
が
薄
い
か
ら
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も

上
が
る
と
い
う
お
声
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

②　

小
ピ
ッ
チ
構
成
で
や
り
き
れ
る
！

②　

小
ピ
ッ
チ
構
成
で
や
り
き
れ
る
！

　

本
書
の
誌
面
構
成
は
、
す
べ
て
の
回
が
１
ペ
ー
ジ
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
的
な
見
開
き
で
１
回
の

ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
で
は
、
授
業
を
２
～
３
回
行
わ
な
い
と

取
り
組
め
な
い
と
こ
ろ
、
本
書
で
は
「
〝
毎
日
〟
、
授
業

の
ふ
り
か
え
り
が
で
き
る
」
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

て
作
成
し
て
い
ま
す
。
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
時
間

を
空
け
ず
に
復
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
授
業
・

教
科
書
と
シ
ー
ム
レ
ス
に
対
応
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て

定
着
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
毎
日
取
り
組
む
と
聞
く
と
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１
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正
の
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・
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数

１年（啓）  7

　　次の計算をしなさい。８問
⑴　>,14?,>;3? ⑵　>,2?,>,9?

⑶　>;1?,>,5? ⑷　>,10?,>,3?

⑸　>,7?,>,7? ⑹　0,>,15?

⑺　>,28?,>,11? ⑻　>,19?,>;52?

　　次の計算をしなさい。６問
⑴　>,2.5?,>;0.5? ⑵　>,0.4?,>,1.9?

⑶　>;1.6?,>;2.2? ⑷　>;2.6?,>,3.2?

⑸　 ,　  , ;　   ⑹　 ;　 , ;　 

　　次の計算をしなさい。４問 

⑴　 ;　 , ,　  ⑵　 ;　 , ;　 

⑶　 ,　 , ;　  ⑷　 ,　 , ,　  

　　次の計算をしなさい。４問
⑴　6;>,9? ⑵　,10;14

⑶　5,9 ⑷　7,>,8?

　右の表は，
ある日の午前
^時の， P 地点とQ 地点の気温を表したものであ
る。 P 地点とQ 地点では，どちらの地点の気温が
何 ̈C 低かったか説明しなさい。１問
〔説明〕

P.29 問5

P.29 問6
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™
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6
£
¢

P.29 問6

¡
™

3
 
7
£
¢

¡
™

1
 
3
£
¢

¡
™

3
 
4
£
¢

¡
™

1
 
3
£
¢

¡
™

2
 
3
£
¢

¡
™

1
 
2
£
¢

¡
™

5
 
6
£
¢

¡
™

2
 
15

£
¢

P.30 問8P.29 問7

・正の数・負の数の減法➡符号を変えた数をたす。
　 ①　>;3?,> ; 9? 

　　 />;3?;> , 9?

　　 /,6

例 ②　>;3?,> , 9?

　/>;3?;> ; 9?

　/;12

　　まず，加法になおしてから通分しよう！

地　点 P Q

気温 >¨C? ,5.7 ,16.2

符号を変えた数をたす。
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１
章

正
の
数
・
負
の
数

6  １年（啓）

　　次の計算をしなさい。６問
⑴　>;4?;>;3? ⑵　>,4?;>,2?

⑶　>,28?;>,3? ⑷　>;15?;>;25?

⑸　>,17?;>,18? ⑹　>,22?;>,33?

　　次の計算をしなさい。１０問
⑴　>,2?;>;5? ⑵　>;13?;>,4?

⑶　>,17?;>;7? ⑷　>;3?;>,10?

⑸　>;7?;>,20? ⑹　>;12?;>,12? 

⑺　0;>,29?  ⑻　>,34?;>;36?

⑼　>,41?;>;41?  ⑽　>;12?;>,29?

　　次の計算をしなさい。８問
⑴　>,0.1?;>,0.3? ⑵　>;1.7?;>,0.6?

⑶　>,1.4?;>,0.5? ⑷　>,4.3?;>;2.3?

⑸　 ,　 ; ;　  ⑹　 ,　 ; ,　 

⑺　 ;　 ; ,　   ⑻　 ,　  ; ,　  

　絶対値が(以下の整数のうち，次の式の○，□
にあてはまる数の組は，全部で何組ありますか。
　>○?;>□?/,7 １問

P.26 問1

P.26 問2

P.27 問4

¡
™
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9
£
¢

¡
™

7
 
9
£
¢

¡
™

5
 
8
£
¢

¡
™

1
 
8
£
¢

¡
™

1
 
2
£
¢

¡
™

9
 
10

£
¢

¡
™

7
 
12

£
¢

¡
™

4
 
15

£
¢

�

・同
どう
符
ふ
号
ごう
の和➡絶対値の和に，@数と同じ符号

　>,  11 ?;>,  3 ?/ , > 11;3 ?

・異
い
符
ふ
号
ごう
の和➡絶対値の差に，絶対値の大きい方の

　　　　　　　符号
　>; 2 ?;>,  11 ?/ , > 11,2 ?

　　⑹，⑼　絶対値が等しい異符号の@数の和は)である。
　　⑺　)と▲ >正の数・負の数? の和は，▲である。
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5

う
」
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
数
学
が
日
常
生
活
や

社
会
生
活
な
ど
そ
の
後
の
人
生
に
お
い
て
必
要
不
可

欠
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
、
数

学
と
い
う
教
科
の
よ
さ
を
実
感
す
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
の
改
訂
で
は
、
各
章
の
章
末
に
「
活
用

問
題
」
と
題
し
、
生
徒
が
数
学
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
、

身
に
つ
け
た
知
識
・
技
能
を
活
用
し
て
取
り
組
む
ペ
ー

ジ
を
追
加
し
ま
し
た
。
題
材
は
、
生
活
に
関
わ
る
こ
と

を
ベ
ー
ス
に
、
教
科
横
断
的
な
内
容
や
公
式
を
自
分
で

導
く
な
ど
、
生
徒
に
数
学
の
よ
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
も
の
を
厳
選
し
ま
し
た
。

②　

主
体
的
・
個
別
最
適
な
学
び

②　

主
体
的
・
個
別
最
適
な
学
び

　

近
年
、
教
育
現
場
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
端
末
の
導

入
・
活
用
は
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
本
書
で
も
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
学
び
の
質
を
上
げ
る
た
め
に
、
動
画
解

説
に
加
え
、
「
３
問
チ
ェ
ッ
ク
」
と
い
う
個
別
最
適
な

学
び
が
可
能
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

「
３
問
チ
ェ
ッ
ク
」
は
、「
数
と
式
」
領
域
の
ド
リ
ル

ペ
ー
ジ
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
ド

リ
ル
で
す
。
生
徒
は
計
算
問
題
に
３
問
取
り
組
み
ま
す

が
、
１
問
毎
に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
、「
く
り
か
え
し
」
、「
ふ

く
し
ゅ
う
」
の
３
段
階
の
評
価
を
行
う
こ
と
で
、
次
の

問
題
の
内
容
・
難
易
度
が
変
わ
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
数
学
が
得
意
な
生
徒
も
苦

手
な
生
徒
も
自
分
の
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
問
題
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
自
分
の
学
習
到
達
度
を
評
価

し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
主
体
的
か

つ
個
別
最
適
な
学
び
が
可
能
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
１
回
１
ペ
ー
ジ

な
の
で
抵
抗
な
く
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
冒
頭
で
も
触
れ
た
「
数
学
は
積
み
上
げ
型

教
科
」
と
い
う
点
に
関
し
て
、
問
題
を
解
く
の
が
困
難

な
場
合
、
生
徒
本
人
は
も
ち
ろ
ん
先
生
も
ど
こ
で
つ
ま

ず
い
て
い
る
の
か
を
把
握
し
、
フ
ォ
ロ
ー
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
も
１
回
１
ペ
ー
ジ
の
構
成
が
有
効

に
働
き
ま
す
。
１
回
で
扱
う
範
囲
が
細
か
い
た
め
生
徒

が
ど
こ
で
つ
ま
ず
い
て
い
る
の
か
を
素
早
く
、
的
確
に

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

３
．
学
習
指
導
要
領
と
の
関
わ
り

①　

数
学
を
生
活
や
学
習
に
生
か
す

①　

数
学
を
生
活
や
学
習
に
生
か
す

　

「
中
学
校
学
習
指
導
要
領
」
の
数
学
科
の
目
標
に
は
、

「
数
学
を
生
活
や
学
習
に
生
か
そ
う
と
す
る
態
度
を
養

４
．
お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し
て
き
た
通
り
、
本
書
は
、
積
み

上
げ
型
教
科
で
あ
る
数
学
の
学
習
の
過
程
に
お
い
て

生
じ
る
つ
ま
ず
き
を
、
迅
速
に
把
握
で
き
る
仕
組
み
を

備
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
２
分
冊
、
小
ピ
ッ
チ
と
い

う
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
達
成
感
を
味
わ
え
る
構
成

と
な
っ
て
お
り
、
生
徒
の
学
習
意
欲
を
刺
激
す
る
教
材

と
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
書
は
単
な
る
知
識
・
技
能
の
習
得
に
と

ど
ま
ら
ず
、
生
徒
が
主
体
的
に
思
考
し
、
問
題
解
決

力
を
養
う
こ
と
に
も
力
点
を
置
い
て
お
り
ま
す
。
本

書
を
ご
活
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
生
徒
の
皆
さ
ま
が

自
ら
の
ペ
ー
ス
で
着
実
に
学
び
を
深
め
、
数
学
に
対

す
る
理
解
を
一
層
高
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

『
使
い
こ
な
す
数
学
』
を
通
じ
て
、
生
徒
の
皆
さ
ま
の

学
び
が
実
り
多
き
も
の
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

６
章

空
間
図
形

46  １年（啓）

　あやめさんと先生は球の体積の公式について，球の半径を r とした

ときの体積Vがなぜ 　¥r3 になるのかを話しています。

あやめ：先生，球の体積の公式って，どうして V/　¥r3 になるの
ですか。

先　生：難しい質問をするね。では，球を図２のような多面体で考え
てみましょう。

あやめ：この多面体を球に近い立体と考えてみるわけですね。
先　生：そうです。多面体の面の数を限りなく増やしていくと，球に

近づきます。この多面体を図２のように，多面体の!つの面
を底面とした三角錐と合同な三角錐が多数集まった集合体と
考えてみましょう。

　このとき，次の問いに答えなさい。
⑴　下線部について，次の問いに答えなさい。
①　この三角錐の高さは，球の何と考えればよいですか。

②　この三角錐の底面積を s ，高さを r としたときの三角錐の体積を s ， r を使って表しなさい。

⑵　図２の多面体を三角錐に分けて底面を下にしておくと，図３のよう
になります。すべての三角錐の底面積の和は，球の何と考えられます
か。

　 　　　　　　　　
⑶　先生は，次のように体積の公式を導きました。　　 にはことば，　　 には式をそれぞれ答え，説
明を完成させなさい。
〔説明〕　⑴②で求めた三角錐が図３のように多数あるので，三角錐の体積の和Vは，次のように表

すことができます。

　　　V/　s r:>三角錐の 　　 ?

　　　  /　:s:r:>三角錐の 　　 ?

　　　  /　:r:∞s:>三角錐の 　　 ?§

　　　ここで，∞s:>三角錐の 　　 § は，⑵から，　　 と表すことができます。

　　　  /　:r: 　　 /　¥r3

　　　となり，球の体積の公式と同じになります。　
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１
章

正
の
数
・
負
の
数

１年（啓）  23

　れいじさんとあやめさんは，社会の地理で習った「輪
わ
中
じゅう
」について調べています。

れいじ：輪中は，川と川にはさまれた土地で，多くは海面より地面の高さが低く，囲まれた堤
てい

防
ぼう
の内側で生活している地域なんだね。

あやめ：まわりに川が流れていて，海面より低い土地って，大雨のときにとても危険だね。
れいじ：実際に海面からの高さを調べることはできないのかな。
あやめ：国土地理院のホームページで調べられるみたいだよ。選んだ@地点の断面図がみれて，

海面からの高さの違
ちが
いもわかるよ。

れいじ：輪中として有名な揖
い
斐
び
川と木

き
曽
そ
川にはさまれたところを調べてみよう。

図１　 　　　　　　　　　　　　　 図２

 ※国土地理院 HP より

あやめ：図２は，図１のアの地点からキの地点までの断面図だよ。
れいじ：図２のグラフを見ると，川の水面より，土地が低いことがわかるね。
あやめ：表は，図２のグラフのアの地点からキの地点までの海面との高さの違いを表したもの

だよ。
表 

れいじ：表には負の数のところもあるよ。
あやめ：そうだね。図１と図２を見ると，海面より低い地点には田が多いよ。
れいじ：表で，オの地点は，海面との違いが正の数になっていて，図１を見ると，この地点は

住宅地になっているね。
あやめ：これが，この地域に住む人が安全に暮らす工夫なんだろうね。

　このとき，次の問いに答えなさい。
⑴　表で，正の数は，海面より高い地点と低い地点のどちらを表していますか。

⑵　アの地点とウの地点との高さの違いは何 m ですか。

⑶　田があるイ，ウ，エ，カの地点は，平均で海面から何 m の高さにありますか。

地点 ア イ ウ エ オ カ キ
海面との高さの違い >m? 0.1 ,1.5 ,1.6 ,1.7 0.3 ,1.2 0.5
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▲ 「章のまとめ STEP ３活用問題」

▲ 「３問チェック」 画面

　　※画面は開発中のものです
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